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2）感染症 2

日本産婦人科医会 ・ 研修ノ ー トレビ ュ
ー

，

（1）性感染症合併妊娠の 管理

弘前 大学助教授　藤　　井 俊　 策

　無症候化 した性感染症 が若年女性に蔓延 した結

果 ， 妊娠時に性感染症 と診断され る女性が 増加 し

て い る．妊娠中の 感染は子宮頸管炎 ， 絨毛膜羊膜

炎によ り流 ・早産を引 き起 こすばか りで な く， さ

まざまな経路で母子感染を引 き起こ すため
， 早期

に適 切な治療を施すこ とが 重要で ある．治療 の 目

的は，母体感染の 治療，胎児 あるい は新生児感染

症 の 防止 ならび に治療 ， その 結果としての 妊娠経

過の 安定 ，
の 3点 にある．主 な性感染症の 分娩周

産期にお ける 管理指針は
一
般化され ， 母子感染の

予防に つ い ては
一

定の 効果が得 られ て い るが，妊

婦へ の 薬剤投与の 安全性に つ い て は十分なエ ビ デ

ン ス が得 られて い な い もの が多 い ．したが っ て
，

投与の 際には妊娠の薬物動態に及ぼす影響，薬物

の経胎盤移行性お よび胎児へ の 影響な どに細心 の

注意を払 い
， 単剤を必要最小量で短期 間投与す る

の が原則で ある．こ こ で は
， 最 も感染者の 多 い 性

感染症 で あ る ク ラミ ジ ア ・トラ コ マ テ ィ ス 感染

症，それ に次い で 増加傾向に ある淋菌感染症 ， 不

顕性感染が問題 とされて い る性器ヘ ル ペ ス など を

中心 に ， 主 な性感染症合併妊娠の 管理につ い て個

別に解説する．

（3）母子感染（ウイル ス 1）

東京大学講師 小 島 俊　 行

　本講演で は ， 母子感染の 各論 として ， 以下 の病

原体に つ き概説す る。ウイル ス で は， 麻疹 ウイ ル

ス
，

ム ン プ ス ウイ ル ス
， イン フ ル エ ン ザ ウ イ ル ス ，

エ ン テ ロ ウイ ル ス 属 （コ クサ ッ キー
ウイル ス

，
エ ン

テ ロ ウ イ ル ス ， ポ リオウ イル ス
，

エ コ
ー

ウイ ル ス ），

EB ウ イ ル ス
， ポ ッ ク ス ウイル ス

，
ロ タウイル ス ，

クラ ミ ジア属の ク ラ ミ ジ ア ・トラ コ マ テ ィス ， 細

菌で は梅毒 トレポ ネーマ ，B 群溶血性連鎖球菌， 淋

菌 ， リ ス テ リ ア ，原虫の トキソプラズマ である．

研修ノー トに記載 してあるように それ ぞれ病原体

に つ き， 感染経路 ， 潜伏期間， 臨床診断方法 ， 症

状 ， 感染期間， 感染  リ ス ク 因子 ， 妊娠 ・胎児へ

の 影響，垂直感染率 ， 垂直感染予 防法 ・治療法 ，

母児の 隔離 ・感染防 止対策，ス ク リーニ ン グの 必

要性 ， 出生児の感染診断 ・治療 ・管理法などを解

説する．

　注 目され て い る エ ン テ ロ ウイル ス
， リ ス テ リア ，

トキソ プラズマ を詳し く述 べ る，また我が国にお

ける各病原体の 最近の 動 向， 特に最新の 知見や管

理方法に つ い て 述べ た い ．ノ
ー

トに記載で きな

か っ た基礎デ ータや参考となる点などを提示 し，

ノ ー
トの 記述 の 理論的根拠 を示す．研修ノ ー

トの

理 解にお役立て 頂きた い ．
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